































































































































































































学園祭での演劇 異学年交流活動 （全校遠足） 
鳥取大学　教育研究論集　第 9号（2019 年 2 月発行）
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河上照雄：義務教育学校９年間の一貫教育で人づくり・地域づくり
地域との関係づくりに特に力を入れた。 
 地域を元気にする取組の一つとして、総合的な学習の時
間で地域から学び、地域に思いや願いを発信する学習を行
っている。具体的には、３年「湖南のよさを味わう」、４年
「湖南の自然を調べよう」、５年「湖南お米作り隊」、６年
「湖南お役立ち隊」、７年「湖南の福祉を考える」、８年「湖
南で職場体験」、９年「湖南まちづくり研究」というように
地域をテーマとした地域との協働学習を系統的に行ってい
る。 
開校から十年の節目を過ぎ、時代の変遷とともに湖南の子どもに求められる義務教育終了段階で身につけて
おくべき力は変わってきている。義務教育学校という新たな学校種に移行したこともあり、今一度めざす子ど
も像や地域づくりのビジョン・目標を保護者や地域住民と話し合い、共有していくことを通して、新たな学校
づくりをしていきたいと考えている。９月には学校運営協議会を立ち上げ、いわゆるコミュニティ・スクール
としての取組をスタートした。同時に、これまでの学校支
援ボランティア組織や地域の各種団体による学園に関わる
協働活動を基盤として、学園との窓口となる地域コーディ
ネーターの方を中心に地域学校協働活動を徐々に始めてい
る。 
地域と学校が同じ目標に向かって協働していくことによ
り、子どもにとっては学びや体験が充実し、住民との関わ
りを通して肯定的評価を受けることで自尊感情が高まり、
学力や人間力が高まっていく。一方、地域にとっては、地
域の思いを生かした学園づくりができるとともに、関わる住民の生きがいとなり地域が活性化していくと思わ
れる。これらの新たなしくみを活用して地域とともにある学校づくりや学校を核とした地域づくりを進めてい
る。 
 
６ おわりに 
学校づくりの理念を大切にしながら進めてきた１１年間の一貫教育により、懸念されていた課題が少なから
ず解消され、一定の成果が見られる。例えば、開校当初、消極的で大人しいと言われていた児童生徒たちだっ
たが、人前でも、物怖じせずコミュニケーションをとることができるようになってきた。また、縦割りの異年
齢交流活動の成果は大きく、いろいろな人との交流により社会性が育まれ、親和的な人間関係を築いていくこ
とで学園生活が楽しく充実したものとなっている。さらには、コミュニケーション科で身につけた人間関係力
やリーダーシップを、学園卒業後も進学先の学校で活かして活躍している生徒が増えている。このような児童
生徒の姿を見て、保護者や地域の方のみならず、校区外の市民から信頼され、我が子を通わせたいと思ってい
ただけるような学校づくりをさらに進めていきたい。  
 
河上照雄（鳥取市立湖南学園） 
教員・保護者・住民が湖南の未来を語り合う 
地域との協働学習（活性化策の提案） 
顔出しパネル・意見箱の製作 
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